
平成３０年度 第７回

青梅市教育委員会定例会会議録

日 時  平成３０年１０月５日（金）午後１時３０分

場 所  青梅市役所３階教育委員会会議室
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第７回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３０年１０月５日（金）１日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

日  程 

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 教育長閉議および閉会宣言 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告（再掲） 

１ 青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく専決処分の報告について（教育総務課・

指導室）

２ 平成３１年度の始業式・入学式の日程について（学務課）

３ 平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果について（教育指導担当）

４ 青梅市文化交流センターの進ちょく状況について（社会教育課）

５ 諸報告

  (１) 委員会等会議録

  ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課）

イ 青梅市図書館運営協議会会議録（社会教育課）

ウ 青梅市文化財保護審議会会議録（文化課）

エ 青梅市美術館運営委員会会議録（文化課）

(２) 事業等の実施予定について

  ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課）

(３) 事業等の実施結果について

  ア 平成３０年度前期後援名義承認結果について（教育総務課）

  イ 平成３０年度前期事業共催承認結果について（教育総務課）

ウ 長期欠席児童・生徒の状況（７月）について（教育指導担当）

エ サタデークラスの実施状況（８月）について（教育指導担当）

オ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

  協議事項（再掲）

１ 平成２７年８月に発生した生徒の死亡事故について（教育指導担当）

２ いじめ問題対策委員会調査部会報告の公表について（教育指導担当）

３ 児童・生徒の死亡事故発生時の対応について（教育指導担当）
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４ 青梅市いじめ防止基本方針改正案について（教育指導担当）

５ 平成３０年度青梅市優良青少年団体の表彰について（社会教育課）

６ 青梅市文化交流センター内カフェ事業者選定委員会設置要綱の制定について（社会教育課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   大 野 容 義

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 )   岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂     

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡 部 亀四郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満     

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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【教育部長（渡辺）】 開会前でございますが、ご報告申し上げます。

 このたび、９月定例市議会におきまして、大野容義教育委員さん、岡田芳典教育長が、議員

全員の賛成による満場一致ということで再任されました。

任期につきまして、大野委員につきましては平成３０年１１月２日から４年間、岡田教育長

につきましては平成３０年１０月１３日から３年間となったところでございます。

それでは、大変恐縮でございますが、議場におきましてもご挨拶を行っていただいたところ

ではございますが、この場におきましても、大野委員、岡田教育長に一言ご挨拶をいただけた

らなと思いますので、よろしくお願いいたします。

【委員（大野）】 先だって、緊張した中で、議場でご挨拶をさせていただきました。またこれ

から４年間ということですけど、最大限力を発揮しながら、青梅市の教育委員会の教育行政が

さらに充実するように、皆さんと協力しながら努めてまいりたいと思います。よろしくお願い

いたします。

【教育長（岡田）】 １期目が前任者の残任期間ということで、また平成２７年４月１日に新教

育委員会制度にかわりまして２期目となりました。今回、１０月１３日から３年間、３期目と

いうことで、引き続き教育長を担わせていただいております。これからも、各教育委員の皆さ

んにはどうぞよろしくお願いいたします。

午後 １時３０分 開会

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 それでは会議に入ります。

本日の定例会には、教育長および委員４名が出席しておりますので本会議は成立いたしまし

た。

これより、平成３０年度第７回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 初めに、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録の署名委員には、榎本委員を指名いたします。

【委員（榎本）】 はい、わかりました。

【教育長（岡田）】 次に、平成３０年５月９日開催の第２回定例会、５月２３日開催の第３回

定例会、７月６日開催の第４回定例会および８月３日開催の第５回定例会の会議録を前回の定

例会でお配りし、ご覧いただいておりますので、よろしければこの場でご承認をいただきたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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【教育長（岡田）】 ご異議がないようでございますので、第２回定例会、第３回定例会、第４

回定例会および第５回定例会の会議録につきましては、ご承認いただいたということにさせて

いただきます。

次に、第６回定例会の会議録が机上に配付されております。次回までにご覧いただきまして、

次回の定例会でご承認をいただきたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、本日の議事進行につきまして、教育長報告事項１、協議事項１およ

び協議事項２につきましては、議事の都合上、本日審議される案件の最後に行います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。

まず初めに、委員の皆様から報告を頂戴したいと思いますが、どなたかございますか。

【委員（手塚）】 火曜日に、青少年友好親善使節団でボッパルトに行ったお子さんたちの報告

会を拝見させていただきました。今年はものすごい倍率で、選ばれた皆さん、選ばれただけあ

って熱意がすごくあって、報告も力がこもっていましたし、色々なお話を伺いましてすごくよ

かったなと思いました。新町小学校から今年は４名いらしたということで、男の子も新町小学

校から１人来てもらっていて、本当にいい刺激を受けてきてくれたなと思って、これからを楽

しみにしています。

それから、２学期から給食の米飯の回数が増えるということで、たまたま新学期すぐに図書

ボランティアで小学校に伺いまして、お母さんたちと話をしていたら、もう皆さん知っていて、

ほかのことはふだん私が出す情報は、「わぁ知らなかった」ということが多いんですけど、給食

のご飯が増えるということは、知ってる知ってるという声が皆さんからあって、期待が高かっ

たんだなということを改めて感じました。

それから、自宅の方に送っていただいた資料で、青梅市子ども読書活動推進事業報告書の昨

年度の分をいただきました。これだけ沢山の行事の事業をしていただいていることに感謝した

いということが一つ。

あと、学校の図書の蔵書数のリストがあげられていまして、購入数や廃棄数というのが出て

います。これは急にできることではないんですが、台帳と実際の書架の乖離というのが、どう

しても青梅はアナログの管理ですので、たぶん紛失本ですとかそういうことで、小学校もそれ

ぞれの歴史が長いので、かなりの乖離ができているかと思います。いつかの時点で、１校ずつ

でも正確な調査をしていただいた上で、望ましい本の状況に近づけていただけたらなと思いま

す。

もう一点、１０月１日号の広報に、学区のルールが変わったということが出ていまして、簡

潔な文章で載せていただいているんですが、お母さんたちにはなかなか届かないかなと。運動

会のときに校長先生方にお話を伺ってみたりしたんですが、例えば児童数が多い、ほかを選択
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することを検討してほしい小学校、新町小学校や第三小学校あたりの学校説明会のときに、地

図とかで、こことここにお住まいの方は選択の余地がありますということをはっきり出してい

ただかないと、お母さんたちは、「じゃあ、私のうちはどっちなんだろう」というところではっ

きりわかっていらっしゃらない方の方が多い。せっかく何年も検討してルールを変えて、少し

でも混雑や児童数が少ないのを緩和するというルールをつくっていただいたので、これが少し

でも運用されるように、少しアクションをしていただいて、過疎・過密の緩和というか、なだ

らかにすることに有効にしていただければなと思いました。

長くなってすみません、以上です。

【教育長（岡田）】 通学区域の件、学務課長。

【学務課長（石川）】 １０月１日号の広報と、ホームページの方にも掲載させていただいてお

ります。それとあわせまして、今小学６年生の方には、学校を通じまして、各保護者には案内

をさせていただいております。新しく小学校に入学される方につきましては、入学時健康診査

の案内がありますので、その中に一緒に入れまして、そういった形で周知をさせていただきた

いと考えます。

【委員（大野）】 大きく３点お話ししたいと思います。

まず１つ目ですけれども、夏にダンボールアート展を美術館でしまして、１万人以上来られ

たんですよね。私も２度ばかり見にいきましたけれども、大変子どもたちも楽しそうに、また

おじいちゃん・おばあちゃんも孫などを連れて楽しんでおられました。ああやって小さいとき

から美術館に親しむと、もうちょっと大きくなってからも美術館に足が向くんじゃないかなと

思いますし、いい機会になったんじゃないかと思います。

２番目はサタデークラスですけれども、第１回目と第３回目に行きました。３回目は、参加

している子どもの数がうんと減っているかなと思ったら、同じくらいの数が大門市民センター

も新町市民センターも来ていまして、よかったなと。これは業者の「トライ」が工夫している

ということもあるでしょうし、いずれにしてもまだまだこれから色々検討していかなければい

けないと思いますけど、このまま来てくれたらいいなと思います。

それから、前回もちょっとふれましたけれども、新町市民センターは人数の割に１部屋で、

大部屋で、やりづらそうですね。ですから、もしできましたら、事務局の方で新町市民センタ

ーのどこか１部屋早めに予約していただいて中学生を分けるとか、そういうふうにしていただ

くと、さらに効率のいい指導ができるんじゃないかなと思いますので、ぜひそれを進めていっ

ていただければなと思います。

それから、大きな２つ目ですけど、渡辺部長と私は青梅総合高校の学校運営連絡協議会の委

員なんですが、私、評価委員を任されていますので、責任があるので、このごろ青梅総合高校

にはよく行きます。その中の一つで、先だって姉妹校との交流ということで、カントギムナジ

ウムから１７人の生徒を３人の先生が引率して来られて、その歓迎会とその後の各教室に入っ

て勉強する様子も見てきました。大体予想できるような歓迎会であり、また授業中の風景でし
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た。せっかくですので、忙しい日程でしょうけれども、青梅市の子どもとの交流、つまり中学

校との交流などもさせてもらったらいいのではないかなとか、色々思いながら帰ってきました。

青梅総合１校だけで頑張ってやっているという感じ。もちろん東京都からの指定があって援助

も受けているようですけれども、青梅市の小中学校との関連もつくっていけたらいいなと感じ

ながら帰ってきました。

それから３点目ですけど、ここのところで都内の小学校とか青梅市の中学校などの授業を幾

つか見る機会があって、回ってきました。青梅市の学校の課題は何かなと考えると、やはり子

どもたちが自ら主体的に学ぼうとする学習意欲というんでしょうか、そこから生まれる学習態

度、このところをきちっと育ててあげることが、その後の効率のよい学習につながっていくん

だろうなと思います。つまり、学習へのエビデンスができてない子も多いので、そこが学力が

高まらない原因の一つになっているんだろうと。例えば、仮に３０分で消化できる指導内容が

あったとして、それに４５分とか５０分かかるという状況なんだろうと思います。ですから、

子どもたちがもっともっと身を入れて勉強できるような、そういう指導が必要だろうと。

そのためには、地域性とか色々ございますけれども、一つは前から言っていることですが、

子どもたちが学ぶ目的というのを家庭の方でなかなかうまく子どもたちにしつけられなかった

ら、学校の方でやる必要があるだろうと。２つ目に、当たり前ですけれども、勉強するのって

楽しいなということを、小学校１年生のときからもっともっと工夫して子どもたちに感じても

らえるようにしていくことが、主体的に学ぶ態度をつくっていくことになるんじゃないのかと、

改めて感じました。

以上です。

【委員（稲葉）】 先日の運動会ですけど、台風のあとで、前日の１日から先生方、それから校

務の方が集まって、倒木の整理とか落ち葉の掃除とか、大変な思いをして子どもたちのために

体育の環境を整えていただいて、本当にありがたいなと思いました。当日、新町小学校では先

生方が６時ごろに集まって、父兄の席取りよりも早くお越しになって掃除されていたというこ

となので、その姿を見られているので、とても感謝しているという声を保護者の皆さんからい

ただいて、よかったなと思っております。

それから９月に、子どもへの性暴力の予防と、それからデートＤＶ対応スキルターゲットと

いう講座に出席いたしました。もう一つ、チトーが開発しました幼児教育法ピラミッドメソッ

ドという講座に参加して、それぞれ虐待とかいじめ防止にはどんな対応をすればいいかという

のを学んできたんです。三件の講座で共通することが、やっぱり人権教育をきちんと行った上

で、色々な子どもたちの学びというものを、幼稚園なり保育園なり、それから学校なりに行っ

て展開しているというところなので、青梅市の子どもたちも学力向上という根底のところで、

ちゃんとした人権意識を持って色々なものを学んでいくと、もっと自主的に色々なものに取り

組んでいける。そしてその取り組みが、人権教育がきちんとできているので、指導者の方も安

心して子どもたちを指導していける、見守っていける、引っ張り上げていける。そのスキルが、
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教育法といじめ防止とは違うんですけれども、やはり子どもたちの持っている力を引っ張り上

げる教育をしているので、その根底にある人権教育というのがとても大事だなと思います。青

梅市でも道徳教育でそのあたりはやっているようですけど、それではちょっと足りないなとい

うことを感じましたので、もう少し青梅市でもきちっとした人権教育ができるようなシステム

ができればいいなと思いました。

以上です。

【委員（榎本）】 先日の運動会なんですが、週末すごく天気が悪かったことと、私事もありま

してあまり参加できなかったんですけれども、唯一母校である第一中学校の運動会だけ見させ

ていただきました。卒業以来でしたが、行ってみて、生徒数が３分の１になっていて、また競

技数もかなり減っていて寂しい感じはしたんですが、色々思い出すこともありました。第一中

学校の場合、記録が競技ごとにプログラムに載っていまして、身体能力の高い子どもが出ると、

記録を破るんじゃないかという感じで興味を持って見れるところがありまして、なかなかいい

運動会だなと思いました。

また、マスゲームでは、生徒が競技の前に自主的に円陣を組んで、「絶対に成功させよう！」

みたいな声かけを行っていまして、中学生らしい姿を見られてとてもよかったと思っています。

以上です。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

私の方でも、９月議会は色々あったところでございますが、運動会の中止・順延等があった

関係で、ふだん午前中に回る学校を午後回ったりしたんですけれども、ちょうど行ったときに、

第四小学校でも集団演技、その後吹上小学校でもソーラン節だったか集団演技を幾つか見まし

た。今までは徒競走などが多かったんですが、集団演技を見ますと、本当にその小学校での練

習の成果が、一人一人一生懸命、周りの子を見ながら追いつこうというのか、努力されている

集大成というのか、運動会の大きな目的がそこに実を結んでいるんだなというのを感じた、今

年の運動会でした。

以上でございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 平成３１年度の始業式・入学式の日程について（学務課） 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項を説明させていただきます。

初めに教育長報告事項２、平成３１年度の始業式・入学式の日程について、を説明いたしま

す。

【学務課長（石川）】 それでは、平成３１年度の始業式・入学式の日程についてご説明申し上

げます。報告資料２をご覧いただきたいと存じます。

例年、小・中学校の入学式につきましては同じ日に行われ、午前中に小学校の入学式、午後

に中学校の入学式という形でございました。平成３１年度の入学式につきましては、中学校校

長会からの報告事項に記載のとおり、小学校の入学式とは別の日程、小学校は４月８日に予定
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されておりますけれども、中学校につきましては４月９日とした旨の報告がなされております。

理由といたしましては、同じ日に行いますと、中学校の校長先生などには自校の始業式に途

中から出席しなければならない、あるいは自校の入学式の予行演習に出られないといったマイ

ナス面があることから、翌日に変更しようとするものでございます。

なお、時間につきましては、現時点ではすべての中学校で確定しておりませんことから、本

日は日程のみのご案内とさせていただきたいと存じます。また詳細が決まりましたら、ご報告

させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

学務課からは以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

本件についてはそういうことで、来年度またご案内いたしますけれども、たまたま土日の関

係がありまして、小学校が月曜日、中学校が火曜日に入学式を行うということでご承知おきい

ただきたいと思います。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果に

ついて、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、報告資料３をご覧ください。平成３０年度全国学力・

学習状況調査の結果について、ご報告いたします。

実施日は平成３０年４月１７日でございます。資料は、１枚目が小学校、２枚目が中学校の

教科別の正答率と正答数分布となっております。

まず、グラフについてですが、縦軸が正答数ごとの人数の割合、横軸が正答数となっており

ます。また、棒グラフが青梅市、折れ線の四角のマークが東京都、三角のマークが全国となっ

ております。それぞれグラフの右上に平均正答率を青梅市、東京都、全国の順であらわしてご

ざいます。

お示ししました平均正答率でございますが、東京都の平均正答率の差について昨年度と比較

しますと、小学校では国語Ａで４．０ポイント、国語Ｂで２．０ポイント、差が広がっており

ます。算数Ａでは２．０ポイント、算数Ｂでは３．０ポイント、それぞれ差が広がっておりま

す。

続きまして、裏面をご覧ください。小学校の理科ですが、前回小学校の理科につきましては

平成２７年度の実施でございましたが、そのときの東京都の正答率との差を見ますと、こちら

も２．８ポイント、差が広がっております。

続きまして、２枚目の中学校をご覧ください。中学校では国語Ａで２．０ポイント、国語Ｂ

で４．０ポイント、差が縮まっております。さらに、数学Ａで２．０ポイント、数学Ｂで     
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２．０ポイント、差が縮まっております。

続きまして、裏面をご覧ください。小学校と同様に理科は平成２７年度の東京都の正答率と

の差を見ますと、２．１ポイント、差が縮まっております。

具体的に正答率の低かった問題を見ますと、小学校の国語Ａでは漢字の書き取りや文の主

語・述語の関係、国語Ｂでは文章の構成の効果を考える問題や、自分の考えを明確にして書く

問題などの正答率が低くなっておりました。小学校算数Ａでは小数の割り算や円の直径と円周

の関係を答える問題、算数Ｂでは数値やグラフなどの情報を関連づけて、その関係について書

く問題の正答率が低くなっておりました。小学校理科の方では、実験結果を予想したり、結果

から言えることを書いたりする問題の正答率が低くなっておりました。

中学校の国語では、国語Ａの漢字の書き取り問題の正答率が低くなっておりましたが、その

ほかについては全体的にやや低いことはございますが、大幅に低いものはございませんでした。

中学校の数学Ａでは、等式の性質を用いて式を変形させる問題や、一次関数の問題の正答率が

低くなっておりました。数学Ｂでは確率の問題の正答率が低くなっておりました。中学校の理

科は、東京都と比べて全体的にやや低めではございますが、こちらも大幅に低いものはござい

ませんでした。

なお、全国学力調査の結果の数値につきましては、このご報告の後に、この資料を青梅市教

育委員会のホームページで公表するとともに、１１月の広報おうめにも掲載していく予定でご

ざいます。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（手塚）】 中学生の成績が上がっているというのは、何か原因があるのでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 毎年調査する学年が違いますので、一概には言えないかと思い

ますが、これまでのサタデースクールですとか、ステップアップですとか、そういったところ

が少しずつ成果が出てきているのかなという気もしております。

【委員（大野）】 何度も同じような議論をしてきているので、どれだけ意味があるのかよくわ

からないのだけれど。前から言ってますけど、やはりそれぞれの学校は学校で努力するんだけ

れども、青梅市教育委員会として青梅方式の指導の方法について一本揃えて、その上にもちろ

んきちんと検証する必要はあるわけですけれども、そこのところを解決するような青梅方式を

やはり一つ取り組んでみて、どこまで効果があったかということを検証していくということを

私はやっぱりやらなければいけないんじゃないかと思いますよ。何年間たってもちっとも変わ

らない。

例えば、前に私がお話ししたときに、学力向上推進委員会で検証事業などを行うということ

で、そちらの方で頑張っていきたいというお答えがあったかと思いますけれども、じゃあその

結果どうなったのか。そこで、こういうことをやろうということで翌年こうやったけれども、
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それについてはどうだったのかという報告が一切ないようです。やはり、例えば家庭学習など

についても、青梅方式のノートの取り方を、形をみんな決めて、これを揃えて学校でこのよう

な写し方をしようじゃないか、考えを書く欄はここにしようじゃないか、家庭学習の課題はこ

このところに子どもに書かせようじゃないかという、例えばノートについてはそのように揃え

るとか、色々なやり方があると思うんですよ。そういうことをしていかないと、たぶんこれか

ら先、同じ議論をずっとしていくことになると思いますので、一回本気で、青梅方式のやり方

についてどうするか、計画を立ててもらえたらありがたいと思います。それが１点。

それからもう一つ、例えば算数のＢ、数学のＢなどで、中央よりちょっと成績がいかないと

ころの数値が一番多いんですけれども、やはりＢ問題というのは、前、コンピュータで東大に

合格するというようなのをつくっていたというお話があったように、やっぱり読み解く力なん

だろうと思うんですよね。それがないと、なかなか応用問題は解けないですよ。仮にそういう

ところを一つあげるとすれば、青梅としては読み解く力を高めるために全校揃ってこれをやろ

うじゃないかとか、この学年はこうしようじゃないかとか、そういうふうな検討も必要なんだ

ろうと思います。

いずれにしても、青梅の子たちの将来を考えてみたときに、学力は高めなければいけないに

決まっているんだから、本腰を入れて、授業改善をどうやっていくかということを市教育委員

会がリーダーシップをとって進めていく必要があるなと改めて感じる次第です。

以上です。

【委員（榎本）】 単純に見ると、東京都は全国より高い正答率を誇っていて、青梅は全国より

低い正答率ということで、周りの市町村では結構いい成績をおさめているのかなという気もす

るんですが、そういう場合、青梅と同じような財政というか状況で成果をあげている市町村と

かに、視察とか、参考にするようなところはないのかなというのがあるんですけど、そういう

取り組みはなされていますか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 全国のこの調査では、他の市町村の結果はわからないんですけ

れども、同じような形で東京都の児童・生徒の学力向上を図る調査につきましては、他の市町

村の情報も入ってきます。そちらを見させていただくと、近隣で似ているような成績のところ

もあるんですが、例えば英語にすごく力を入れてその成果を発揮している地域もございますの

で、そういったところのノウハウ、どのような工夫をされたかについては、調べたことはござ

います。

【教育長（岡田）】 全国のものは４月に小学校６年生、中学校３年生が対象でして、東京都の

方は７月、小学校５年生と中学校２年生を対象に行っております。そちらでいきますと、市区

町村ごとの正答率が出ています。傾向として、やはり多摩地域ですと中央線沿線の自治体がと

ても高くて、立川から青梅線沿線の、武蔵村山を含めた自治体が低い方ということです。親の

年収のランキングと大体相関関係が出ているという傾向があります。ただ、先ほど英語のお話

がありましたけれども、近隣では福生市で英語教育に力を入れておりまして、福生、羽村あた
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りも中学校の英語の成績がかなり、２３区２６市の中でも平均点を超えているような成果があ

がっているということです。議会等でも、一つの教科があがれば他の教科も伸びてくるという

ことがありますので、そういった近隣市の事例などはぜひ参考にしていかなければいけないな

と自覚しているところでございます。

【委員（稲葉）】 子どもたちの学習の様子を見ていてすごく感じるのは、やはり読み解く力が

とても弱い。大野委員もおっしゃられましたが。その辺は、朝読書という形で中学校で取り組

んでいるところがあるんですけれども、やはり朝読書を取り入れたところは国語があがってい

るということを聞いているので、青梅市全体の子どもたちの読み解く力が弱いのであるならば、

青梅方式で朝読書を小学校も中学校も全部一緒にしてみる。その成果を持ち寄ってどうであっ

たか検証してみるという具体的な動きが必要だと思うんです。手塚委員も図書館については司

書を置くという形で力を入れてくださっていますので。あれもこれもじゃなくて、あれも手を

つけたい、これも手をつけたい、まずは読む力。それをまず具体的に取り組んでいって、取り

組みの成果をきちんと検証できて、また次のステップにという形にしないと、いつまでたって

も実行できないままで、どうしようどうしようで終わってしまうなと思うんです。

それから、書く力も弱いとなると、やっぱりうちの息子たちが小学生のころは、毎日毎日日

記を書くという宿題が出ておりました。先生も丁寧に一つ一つ返事を書いてくださっていまし

た。１年生のときからそういう習慣がついているので、６年生ぐらいになると大変なんですけ

れど、やっぱり低学年のうちに日記を書くという書く習慣をつければ、４年になっても書くこ

とが苦にならなかった。例えば漢字ドリルを一生懸命何回も何回も書いてもつまらないんです

よ。覚えにくい子はなかなか覚えにくいんですよ。書くというのは昔ながらのいい練習方法か

もしれませんけれど、日記を書いて先生との交流、先生のお仕事は増えるんですけれども、そ

こでまた次書こうかなと。そこで少し作文指導もできたり、文字の間違いも指摘される。親の

方も、あ、ここの漢字が間違っているから、ちゃんと覚えなきゃだめよと声かけもできる。数

学もみんな大切なんですけれども、どの問題を見ても、まずは読むことなので、そこにポイン

トを置いて、具体的な方策を考えて実施していこうという気構えというか、そういうものがな

いと、何年たっても青梅の子どもたちの読む力、弱いままで終わってしまいますので、そこは

しっかり考えていただければいいなと思っています。

以上です。

【教育長（岡田）】 来週、校長会があると思いますので、今日の各教育委員さんのこの結果に

ついてのコメントなどについても、校長会でそれぞれの校長先生方にお話ししていただければ

と思います。

私がこのグラフを見たときに一番気になったのは、小学校の算数Ａ問題では東京都で満点に

近いような子がいっぱいいるんですよ。それに対して青梅市は１０問程度の割合が高いと。こ

の辺は、６年生ということで、中学受験している、こういう試験に慣れている子が多い地域も

あるのかなというのが、一つ感じたところがあります。
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それから中学校は、青梅市の場合、母数が多くありませんので、その学年によって全体の平

均が高い学年、低い学年がありますので、一概には言えないんですが、やはり今年の中ではか

なりこの分布の状況の中で、数学Ａ・Ｂのピークの上位が左に寄っていますけれども、理科な

どを見ても満便なく分布状況があるかなという印象がありました。

例えば、読む力ということで読書活動ないし朝読書については、今日の話を校長会の方でも

伝えて、実践に向けて協力を依頼していただきたいと思います。

【委員（大野）】 前にも一回、二、三年前に、都知事選挙の自治体別の投票率と、この成績に

関しての相関関係についてお話をしましたけれども、大体相関があるんですよね。ということ

は、つまりそこの自治体に住む市民の意識がどのくらいかということに子どもの成績が多少関

係してきているし、先ほど教育長がお話しになっていた親の収入とか関係あるのかもしれませ

んけれども。ある面で、例えば皆さんご存じのように、秋田県などは成績いいんですよね。秋

田県では私立中学校へ行く子どもは、そんなにいないんじゃないですか。そういう点で猛烈な

塾に行っている子だって多くはないだろうし。

つまり、青梅なら青梅のこういう状況であるがゆえに、やはり教育委員会も学校もそこから

スタートして、先ほどから私が話しているような子どもたちの学習意欲をどう高めるかという

ところは、ほかがやっていないような取り組みとして、そこのスタートをかけないと、子ども

たちの力はあがらないと思うんですよ。もし地域の力が足りないんだったら、その分はカバー

して学校教育の方で頑張らなくちゃいけない。そういう意味で、何が必要なのかということを

改めてもう一度よく検討して、取り組みを強める必要があるんじゃないかと思うんです。

【委員（手塚）】 何が違うかなと考えたときに、親御さんの意識というのがどうしても、点数

の高い地域とこちらとで違うなというのを日々感じているところではあります。基礎・基本問

題のところの点数が悪いというのは、やはり繰り返しをしていないというところで、先ほど秋

田のお話が出ましたけど、勉強の時間に家事をしながら子どもがそばでやっている、そういう

時間が当たり前のようにしてあったり、この基本問題をうちの子ができていないのはまずいじ

ゃないかと問題として捉えてくれる親御さんがどのくらいいらっしゃるかというところだろう

と思うんですね。学校側が保護者をどうこうするというのは非常に難しいというのは、私もず

っと委員をやる中でお話を伺ってきていたんですが、学校側が子どもたちへの働きかけで変え

ていくという中で、やはり親御さんたちが関心を持ってくれると子どもたち嬉しいんだよ、頑

張るんだよという形で、親御さんたちも意識を高めていっていただく。必ずしも点数でぴりぴ

りするというのはいいことではないと思うので、そうじゃなくて、子どもたちに関心を持って

くださいというのをどう呼びかけるか。例えば運動会なんかは、平日でも割と沢山、お父さま

たちもお仕事を休んで来てくださったりするので、決して関心がないわけではないと思うんで

すけれども、こと勉強とか学習となると、あまりとやかく言ってはいけないのではないかとい

うような空気がある。でもそうじゃなくて、子どもたちがこれからの社会で生きていくために

は、例えば文章を書いて読み解く力だったり、色々な情報を関連づけて何かを引き出す、その
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力がないとこれからは仕事もないんだよということを伝えていっていただいて、子どもさんた

ちが勉強を頑張ることに応援しようという親側の気持ちを高めていかないと、最終的には点数

という形であらわしたときにも、なかなか結びつかないのではないかなということを感じてい

ます。

本当に難しいことだと思うんですが、大人側の意識が変わらないと、子どもさんたちはやっ

ぱり漢字練習や算数の練習というのも、褒められたらおうちでも頑張ってやるけれども、何も

言われなければやらないという子がほとんど６割、７割だと思うんです。うちの子なんかも、

黙っていれば漢字の練習なんかもサボッていたくちなので、やっているかどうか気にかけると

いうところを親御さんにお願いするということを続けていただきたいなと思いました。

【教育長（岡田）】 今、「家庭学習のすすめ」というのをつくっていますよね。あれをもう一

度見直してみましょうかね、家庭への働きかけとして。

何か室長の方でありますか。

【指導室長（中嶋）】 ご意見色々いただきましてありがとうございます。幾つかのご意見の中

で、青梅で統一してというようなお話もありましたけれど、各校ではそれぞれの状況を分析し

て取り組んではいます。ですから、何もやっていないわけではありません。ただ、青梅として

統一してじゃ何かをしようかというところでは、確かに青梅方式みたいな形ではやっていませ

ん。それがいいのかどうか等も含めて考えていかなければいけないなと思っています。

特に今年、来年あたり、学校のほかのもろもろの状況も含めて、どういうふうにそこにアプ

ローチしていけばうまくいくのか、そのあたりも考えなければいけないと思っています。

ただ、大本になる「読み解く力」というか、本を読んだりというあたりは、本当に子どもた

ちに最低限つけなければいけないと思っていますので、そういったアプローチはしていきたい

なと思っています。

またぜひ、来週あたりから始まる学校訪問の中でも直接学校を見ていただいて、この取り組

みがよくないんじゃないかとか、またはこれはいいですねというのを現場でご指摘いただくこ

とが一番効果があるかなとも思っていますので、ぜひご助言いただければと思っております。

家庭学習の方につきましても、教育長のお話にもありましたように、ちょっと見直し等をし

ていきながら、見るだけでもというか、そういう視点ももう少し入れて。これまでは時間数何

分以上というのが主だったので、もうちょっとハードルを低くしながら再考をしていけたらな

と思っています。

以上です。

【委員（大野）】 「家庭学習のすすめ」をもし検討する場合は、保護者がそれをどう受けとめ

て、どの程度意識して頑張っているのかというようなことについても一回調べて、それをもと

につくり変えた方がいいと思いますよ。呼びかけるだけでそんなに事態が変わるのかなという、

ちょっと私は考えるところがありますね。一つの運動として一緒に動いていくのでないと、な

かなか浸透しない面がありますので、ぜひ保護者の捉え方についてももう一回、何らかの形で
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意見などを聞いてから検討をお願いします。

【委員（稲葉）】 例えば、この成績がホームページに載るわけですね。そうすると保護者も見

ることができます。そうすると、各学校のＰＴＡの保護者会で、この表をもとに、どうしたも

のだろうというふうな、担任の先生と一緒に親の検討もしてもいいんじゃないか。うちの子は

こんなふうにしてますとか、うちはこんなところで悩んでいるんですという生の保護者の声が

出てきて、いいところは真似しようねという感じだし、ここはどうしようもないというときに、

じゃこんなふうにしたらどうとか、色々いただけると思うので。親は親、学校は学校というこ

とでなくて、親も巻き込んで、この結果をいい結果にするためにはどうしたらいいのか、保護

者の皆さんも一緒に考えていただき、教育委員会と一緒に考えてどうするのが一番いいのか検

討してもいいんじゃないかなと思いました。

親御さんも、とにかく小学校１年生にあがったときに、すごく頑張るんですね。でもやっぱ

り、自分の子どもはなかなか計算ができない、文章が読めないとなると、親のモチベーション

が下がってきます。そうすると、もうどうでもいいわという形になる人もいますので、その辺

はちょっとしたタイミングでの声かけ一つ、それからちょっとしたノートのコメント一つで、

「あの先生こんなふうに書いてくださったの、また頑張ろうと思うの」という声も聞こえるの

で、その辺のところは保護者と先生との一体感という感じで、一つの資料をもとに話し合いの

機会があってもいいんじゃないかなとふっと思いました。

【教育長（岡田）】 平日、火曜日ですけれども、沢山の保護者の方が運動会に応援に駆けつけ

て、あのエネルギーがずっと続いたらいいなということを感じたところです。家庭学習につい

ては、保護者会を通じて、また学校を通じて、教育委員会もそういう体制をつくるように努力

したいと思います。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 青梅市文化交流センターの進ちょく状況について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 それでは次に、教育長報告事項４、青梅市文化交流センターの進ちょく状

況について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市文化交流センターの進ちょく状況について、報告させていた

だきます。

９月議会に提出しました青梅市文化交流センター条例については、１０月３日の本会議で可

決され、無事議決をいたしました。今後は施行規則を制定し、１２月から多目的ホールの利用

予約、来年２月２０日からは青梅市施設予約システムを利用して、多目的ホール以外の会議室

等の利用予約受付開始に向け準備を行っているところでございます。

なお、多目的ホールの予約については、当面社会教育課窓口で受付けする予定でございます。

報告資料４をご覧ください。

文化交流センターの開館を記念して、オープニングイベントの開催を計画しております。こ
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のオープニングイベントは、市民との協働で企画運営を実行委員会形式で行う予定です。報告

資料の青梅市文化交流センターオープニングイベント実行委員会設置要領を制定し、１０月 

１５日号の広報おうめで公募、１１月の実行委員会の立ち上げを行うことで進めております。

要領の所掌事項として、イベントの運営および実施、その他教育委員会が必要と認めること

とし、公募での委員３０人以内で組織することとしております。

公募で申し込みのあった方には、なるべく実行委員として参加していただきたいことと、実

行委員会の組織を委員長、副委員長のほか、運営や広報、総務など部会をつくりまして運営し

ていく予定のため、３０人という人数にいたしました。

任期は、事業が完了し、実績報告を教育委員会に提出するまでとしております。

その他、委員長や副委員長、部会の設置について定めております。

２枚目の資料として、オープニングイベントについて記載しております。開催期間は平成  

３１年４月２２日（月）から４月２９日（月・祝）の期間で実施を予定しておりますが、工事

の進ちょく状況によって前後する可能性があります。

次の資料、ネーミングライツ・パートナーの募集要領を載せさせていただいております。こ

のネーミングライツにつきましては、１０月１日から募集を開始しております。命名権料につ

きましては２ページ、年間５０万円以上です。期間は、３ページ上段、原則として５年以上と

しております。

５ページ、応募資格は、法人格を有する団体とし、政治団体および宗教団体、暴力団や善良

な風俗に反する事業を行うもの等については、応募の対象外となります。

募集スケジュールについては、次の６ページ下段にありますが、募集は１０月２２日までで

す。その後、質問受付、１１月末には選考結果を通知する予定です。１２月議会に報告後、協

定を結び、４月から愛称の使用を開始いたします。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 応募が２２日までとなっていますけれど、万が一どこからも応募がなかった

ときは、どのように考えていらっしゃいますか。

【社会教育課長（塚本）】 応募いただけなかった場合には、改めまして公募でマスコットネー

ムを募集する予定でございます。

【教育長（岡田）】 以前ですと、そこの福祉センターが「スイートプラム」という愛称を募集

していますので、同じように、ネーミングライツがない場合には愛称の募集を来年オープンに

向けてやっていこうという予定でおります。

【委員（稲葉）】 福祉センターが「スイートプラム」ということで、福祉センターで催しをす

るときに、外部の方は「福祉センター」で検索しても出てこないんです。「スイートプラム」な

ら出てくるんですけど。その辺のところも加味して、「青梅市文化交流センター＝愛称」という



16

形でちゃんと出てくるようにしないと。福祉センターを使って催しをするときに、「ホームペー

ジに出てきません」という問い合わせがいっぱいくるので。ずいぶん先の話ですけど、そんな

こともあるので、ここでお知らせしておきます。

【社会教育課長（塚本）】 ありがとうございます。ネーミングライツ自体が、その企業名の宣

伝というのを趣旨にしておりますので、必ずそのネーミングライツの名前がメディア出るよう

な形で考えていきたいと思います。

【教育長（岡田）】 この件についてはよろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 諸報告 

(１) 委員会等会議録 

ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課） 

イ 青梅市図書館運営協議会会議録（社会教育課） 

ウ 青梅市文化財保護審議会会議録（文化課） 

エ 青梅市美術館運営委員会会議録（文化課） 

(２) 事業等の実施予定について 

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課） 

(３) 事業等の実施結果について 

ア 平成３０年度前期後援名義承認結果について（教育総務課） 

イ 平成３０年度前期事業共催承認結果について（教育総務課） 

ウ 長期欠席児童・生徒の状況（７月）について（教育指導担当） 

エ サタデークラスの実施状況（８月）について（教育指導担当） 

オ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、諸報告ですが、あらかじめ各委員には事前に目

を通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等ございましたらお願いいたします。

【委員（稲葉）】 長期欠席児童のところなんですけれども、色々な方とお話ししているところ

で、青梅市で把握できているかどうかわからないんですけど、ヤングケアラーの話が出てきま

して、母子家庭なり父子家庭なりで親が働いている、おじいちゃん・おばあちゃんの介護が必

要とか、自分の弟や妹が病気になっているときの人手として、中学生や小学校高学年の子が長

期欠席をしているよという話を聞いてきたんです。その辺は、青梅市の長期欠席のところで学

校側は把握できているんでしょうか。兄弟が多くて、その兄弟も障害を持っているので学校の

送り迎えをしないといけない。そのバスへ送っていくのに、自分の学校に遅刻してという子も

いましたので、そういうことも把握できての長期欠席なのかなと。そういうこともきちっと把

握しているのかなと思うんですけど、いかがでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 この調査で、網かけになっているところの数値については、そ

れぞれ学校の方から、いつごろから休み始めたとか、休み始めたきっかけですとか、また現在
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の状況、学校がどんなかかわりをしているとか、そういった個票が出てきておりますので、そ

れを見る限りでは、そういった児童・生徒はございません。

【教育長（岡田）】 この９月議会でも、一般質問の中でもヤングケアラーということで質疑が

ありました。答弁としては、特に兄弟・家族というよりも母親の方の精神的な面でのケアをし

ている児童・生徒がいるんじゃないかというような答弁はしております。

ほかにいかがでしょうか。

【委員（手塚）】 やはり中学生になると数が増えてしまいますね。スクール・ソーシャル・ワ

ーカーの先生方とのかかわりというのは、今お２人の方ですが、どのくらいのお子さんがかか

わっていると思ったらいいのでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 スクール・ソーシャル・ワーカーにつきましては現在お２人で、

今回１人かわりまして、女性の方もいらっしゃいます。実際そのスクール・ソーシャル・ワー

カーがかかわっていらっしゃるのは、確か２０数名のお子さんです。これは毎月報告があがっ

ております。スクール・ソーシャル・ワーカーはご自宅に実際に声かけに行ってくださったり、

登校支援等もしていただいたりしているんですが、保護者の中にはそういったことも、そっと

しておいてほしいといったような要望で断られるケースもございます。その辺は個々の連携を

図りながら進めているところでございます。

【委員（大野）】 第二中学校や第三中学校が不登校が多いという話が前にあったかと思うんで

すけれども、この数字で見ますと、第二中学校の全欠席が４名で第三中学校が１名ということ

は、この子たちはふれあい教室、適応指導教室の方に行っている子が多いために、その子たち

は出席扱いで数が少ないというふうに捉えていいんですか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 ふれあい学級に行っているお子さんについては、この数の中に

は入りません。

【委員（大野）】 つまり出席扱いですよね。第二中学校や第三中学校はそういう子が多いのか

な。

【教育指導担当主幹（拝原）】 ２学期は、９月に入りまして新たに４名ほど通い始めた子がい

るんですけれども、そのお子さんを入れても２０数名ということで、ふれあい学級の方にもな

かなか通えていないお子さんも多い状況です。

【委員（大野）】 そこで質問なんですけど、ふれあい学級に、多くのそういう不登校ぎみな子

が通えてる学校と、それからあまり通えてない学校もあるんじゃないかと思うんですよ。その

違いは何なのかなと思いましてね。例えば、東青梅まで遠いから通えないとか、色々な理由が

あるんでしょうけど。そういう大勢の子が通えている学校と通えてない学校というのは、何か

違いがあるのかなと。そういう分析は特にないですか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 ちょっとそこまでは把握できてはおりませんが、今おっしゃら

れたように、確かに距離的なものもかなり大きなハードルにはなるかなと思います。

【委員（大野）】 以前、適応指導教室のやり方が、国として、学校復帰を最終的な目標とする
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ような適応指導教室から、戻るのが無理な子もいるんじゃないかということで色々な方法をと

ってもいいんじゃないかという話があるということ。青梅市としてもこれから検討していくん

だというお話があったかと思うんです。今のふれあい学級の最終的な目標というかな。そうい

うことについては何か議論は進んでいるんですか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 以前、一般質問のときにもそういったことがございまして、民

間の不登校のお子さんのことを考える会等とも取り組みを進めるということだったんですけれ

ども、現在の段階ではまだ進ちょくしていないところでございます。

【教育長（岡田）】 この点については、６月議会でしたか、いわゆる学校復帰を目指す適応指

導教室ではなくして、地域としては栃木県高根沢町というところで、学校には復帰できないけ

れども高校・大学進学に向けてのフリースクール、あるいは福祉的な要因で授業はしないけれ

ども食事が出るというような、そういう施設を設置している自治体があるんですね。そういっ

たものを青梅市でつくったらどうかという一般質問がありました。答弁としては、現時点とし

て青梅市の適応指導教室はやはり学校復帰を前提とした運営でいくということにしております。

また、学校復帰が難しい子は、フリースクールあるいは夜間中学校というのがあるんですけ

れども、それについては今、都市の教育長会の中では、東京都教育委員会に対して様々なフリ

ースクールについての情報提供について、東京都として各自治体に提供してもらえないかとい

うような要望も出しております。近隣では福生と拝島あたりか、幾つかあちこちにありますし、

青梅にもあるようですが、なかなかその辺のどういう団体がどういうお子さんにどういう福祉

的、あるいは教育的なことをやっているかというのは、実態がつかめていないのが実情です。

昔あった戸塚ヨットスクール、あれも一つのフリースクール的なことになりますので。いわゆ

る学校現場以外の、学校に登校できない児童・生徒の居場所というのは大きな課題だなという

ふうには捉えていますけれども、なかなか具体的に、じゃ適応指導教室以外に福祉的にお昼だ

けでも食べに来て、あとは家から通うというような自由な学園的なものを設置するかどうかに

ついては、まだ教育委員会や福祉部門でも検討ができていないのが実情でございます。

そこが課題で、例えば民間の社会福祉法人ですとか保育園とか、そういうところに小学生や

中学生が行ってもいいような、新しい福祉の形態も検討できるかなというのはあるんですけど、

今教育委員会でそういう議論までには至っておりません。またそういう議論があれば、今後ご

意見を承りながら、新しい施策について市長部局とも協議したいと思いますし、今度の総合教

育会議で話題になれば、そういう話が市長部局と意見交換できるかなと思っております。

【委員（榎本）】 青梅市美術館運営委員会の中で、美術館内での撮影、会話についての意見が

出ているんですが、撮影できる美術館とできない美術館というのがあるんですか。

【文化課長（北村）】 この中で意見等をいただいたのは、アンケートの中でのご意見だと思う

のですが、美術館については、まず作品については作者の方の著作権もございますので、一般

的に撮影というのは許可してないのが現状でございます。ただそういった中で、他の美術館、

博物館も含めまして、撮影コーナーを設けたりしているというところもあります。
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【委員（榎本）】 最近、インスタグラムにあげたりとか、そういうことで客を呼ぶようなとこ

ろもあるので、いいのかなとは思うんですが。

【文化課長（北村）】 確かにインスタグラムなどにあげてる方もいらっしゃいますので、美術

館運営委員会の中でもそういったご意見をいただきながらやっていきたいと思いますし、博物

館の中では今回企画展の中で撮影コーナーを設けたりしてやらせていただいておりますので、

今後そういうところも検討したいと思います。また今回美術館のダンボールアート遊園地の中

では、撮影許可ということで自由に撮影をしていただいて、大勢の方がインスタグラム等に上

げていただいて反響があったところでもあります。

【教育長（岡田）】 美術館、博物館関係ですと、写真撮影の問題と、あと会話、おしゃべり、

この二つがネックになっていて、無言で見てなきゃいけないのか、親しい人と会話することに

よって、よりその作品に対する意見交換できるのかなというところでのものがあるので、そこ

は全国的に美術館の中でも、写真撮影の問題と、どこまで会話をしていいか、人が少ないとこ

ろならばいいんじゃないかとか、色々そこは話題になっているようです。

【委員（稲葉）】 美術館関係で、「長くつ下のピッピ」展が富士美術館であったので、大好き

なので行ってきたんですけど、そこは写真撮影してはいけないところはカメラが×、していい

ところはカメラ、ちゃんと区分けしていて、その区間のところにきちんと学芸員さんがいらし

て、撮影してはいけないところで撮影している人はちゃんと注意して、ここなら大丈夫ですと

ご案内しているのと、それから話し合いも、ほとんど中高年のおばさまばっかりなので、とて

も賑やかに、「いいですわねぇ」と話しているのを聞きながら、展覧会が展覧会だったものです

から、こちらも勉強になりましたし、和やかに。賑やかなんだけど、その中でもうるさいなと

いう感じじゃなくて、いい感じで話し合われていたので、そこのところは美術館の運営のもっ

ていき方なんだなと思うし、展示内容にもよるのかなと思います。

それから、ダンボールアートに孫を連れていったんですけど、ほとんど写真とり放題で、子

どもたちのいい感じの状態をとれました。あそこにいた指導してくださる方が、中年のおばち

ゃまたちが多かったんですけど、子どもの対応もよかったんですね。「だめですよ！」じゃなく

て、「そこをこうすると怪我するよ」とか、「危ないよ」という声かけがすごく柔らかでしたし、

子ども対応がとてもいい方でした。親御さんたちにもちゃんと的確な、いけないことはいけな

いとさらりとおっしゃっていましたし、話していると、禁止する事項を親に言ったときに嫌な

顔をされて怖かったという話を聞いていたりしてたんですけど、やっぱりそれなりによく考え

て対応してくださったので、とても好評を得たのかなと思って嬉しかったです。ありがとうご

ざいます。

【委員（大野）】 今、文化課長のお話を聞きながら思い出したんだけど、確かに先だって郷土

博物館に行ったときに、インスタグラム用というんですか、ここでこう撮影をしてみてくださ

いというのがありましたよね。あれを見て思ったんですが、美術館だって場所を決めてできる

んじゃないかな。そうしたら、美術館のＰＲにもなるし。郷土博物館でやったんだから、美術
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館も進められたらいいかなと思いますね。

【文化課長（北村）】 今いただきました委員さんからのご意見を参考にさせていただいて、ま

た運営委員会等の中でもそういったご意見があったということを踏まえて、何かできるような

形で進めたいと思います。ご意見どうもありがとうございました。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 その他、何か報告事項がありますか。

【教育部長（渡辺）】 その他といたしまして、委員の皆様方にご報告させていただきたいと思

います。

先般の台風２４号の影響によりまして、教育委員会の所管しております各施設におきまして

も被害を受けております。その被害の状況につきまして、各課長からご説明させていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。

【教育総務課長（浜中）】 教育総務課の方から、学校施設の被害状況、たくさんありますが、

主なものをかいつまんで報告させていただきたいと思います。

まず、新町小学校ですけれども、屋内運動場（体育館）の屋根の一部が破損して風に飛ばさ

れてしまいました。霞台小学校も同じく屋内運動場の外壁側面のパネル（壁）の一部が破損し

て下に落ちてしまったということでございます。霞台中学校は防球ネットの一部破損というこ

とで、ネットが破れてしまいました。吹上中学校はやはり屋内運動場（体育館）の屋根の軒下

というんですか、切り妻の屋根の下の部分の部材が風で飛んでしまって、鉄骨が見えてしまっ

ているような状況でございます。それから吹上中学校の防球ネットもやはり破れてしまいまし

た。建物の損害の主なものは以上でございます。

あとは桜をはじめ樹木の枝が折れたり、木そのものが倒れてしまったり、そういう被害がか

なりありました。やはり何しろ今回風が強かったんですが、それに加えて雨も多かったもので

すから、ふだん雨漏りしないところも雨漏りしてしまったという箇所が、各学校から報告にあ

がっております。

復旧につきましては、できるだけ速やかに、今業者等に連絡をとって、早期に改善がなされ

るように、総務部の施設課とともに作業をしているところでございます。

教育総務課からは以上です。

【学校給食センター所長（渡部）】 給食センターの被害状況でありますけれども、根ヶ布調理

場については今回被害はございませんでした。ただし藤橋調理場の方で、一部、南側の天井か

ら雨漏りが今回初めて出てしまったということと、あと、同じく消毒交換庫の南側の方からも

多少水が入ってきました。今回、風が強く、たたきつけるような形で雨の方も降っておりまし

たので、その関係だと思いますが、今回初めて被害が出ております。ただし、大きな破損等は

給食センターはございませんので、調理上は支障なく事業を行うことができております。以上

です。
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【社会教育課長（塚本）】 社会教育課の所管する施設につきまして、釜の淵市民館および御岳

山ふれあいセンターについては被害はございませんでした。永山ふれあいセンターにつきまし

ては、入り口の雨よけの屋根の一部が破損をして飛んでしまいました。あと、中庭の雨よけ、

波板も３枚分飛んでしまいました。さらには北側の林の部分なんですけれど、倒木が３カ所あ

りまして、２つの林道が今両方とも封鎖されている状態です。これは公園緑地課の管理係の方

でチェーンソーで切ってもらうことになっております。

それと図書館ですが、中央図書館は被害がございませんでした。図書館分館の方につきまし

ては、青梅の４階の書庫および大門のカウンターの雑誌コーナーにつきましては、過去にも雨

漏りした箇所なので、対策を取っていたため被害はございませんでした。また、今井の分館で

開架に雨漏りがあったという報告を受けまして、ただいまそれは調査中でございます。

以上でございます。

【文化課長（北村）】 続きまして、文化課についてご報告させていただきます。

まず郷土博物館につきましては、釜の淵公園内の建物周辺の崖側の杉の木などが４本倒れま

して、本館と分館収蔵庫の外壁にそれぞれ１本ずつかかりましたが、屋根等の損傷は確認され

ておりません。今後は公園緑地課の方と相談しながら、倒木の撤去について進めてまいりたい

と思っております。

次に、美術館につきましては、千ヶ瀬バイパスの反対側の民間駐車場敷地内にあります美術

館への案内看板が根元から倒れました。こちらについては車両への被害はありませんでしたの

で、今後撤去してまいりたいと考えております。

次に、市内にあります指定文化財の被害状況についてですが、現在、合計１４カ所の被害を

確認しております。そのうち１１カ所が天然記念物や史跡内にある樹木の倒木や枝の落下など

です。その中で最も被害が大きかったのが、森下町の都バスの車庫の隣にあります熊野神社境

内の青梅市指定天然記念物の森下陣屋のカシの木が根こそぎ倒れまして、神社拝殿の屋根や西

側の駐車場の屋根の一部にかかりました。こちらにつきましては、その日のうちに神社から造

園業者に依頼しまして、１０月１日と３日に倒木の撤去作業を行ったところです。

そのほか、主なものとしましては、国指定天然記念物の御岳の神代ケヤキの枝の落下や東京

都指定史跡の二俣尾の海禅寺境内にあります塀の一部倒壊、東京都指定天然記念物の塩船観音

寺の境内にあります大スギの枝の落下などが確認されております。今後、東京都教育委員会と

も相談しながら、修理に向けて対応等をしていきたいと考えております。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 以上の報告ですが、いずれまとめて次回でも対応も含めて報告をしていた

だきたいと思います。

この件についてはよろしいでしょうか。

【委員（稲葉）】 非常に被害が沢山出ていて、ニュースを見ると小学校が避難場所になってい

るところがあります。小中学校が避難場所になるような事態が生じたときに、教育委員会とし



22

てはどういう動きをするのかなと思いながら、ずっとテレビを見ていたんです。一度青梅市の

防災課で、避難場所として小学校や中学校が受け入れるときのシミュレーションの講座を受け

たことがあります。すごくよかったんですけど、出席者が８人だけという、有意義なわりに集

まりが悪かったんです。そういう具体的なシミュレーションを、カードを使いながら、だれが

どこの設置で、どういう方をここに置いていくとか、教育委員会としてはきちんとシミュレー

ションができているのかどうか、ふっと思ったんですけど、その辺はいかがでしょう。

【教育部長（渡辺）】 ただいまの件ですが、市内小中学校に限らず市民センター等も避難場所

になっております。防災課の方では、その際に参集する職員を、どこどこの学校は誰々、どこ

どこの施設は誰々とか、そういったことをやっております。教育委員会だけの問題ではなくて

市全体の問題でございますので、それについてはそこの担当の者が対処することになっており

ます。ちなみに今回の台風の中では、避難者が発生しておりまして、市役所の２階の会議室で

すけれども、そこに一晩避難したという状況でございます。もし今回のような被害が及ぶ可能

性がある場合につきましては、市役所の防災課を中心に消防団の方、消防署の方、あとは職員

で災害対策本部というのをつくりまして、その中で各避難所の施設の体制はどうするのかとい

うようなことで協議をして、迅速に動くという形になっております。

【委員（手塚）】 いただいている学校だよりで、第七小学校なんかは、避難を受け入れるちゃ

んとした訓練をやっていらっしゃるのを見て、ああ、いいなと思いました。あの地区は小曾木

地区で、もともと人間関係も密で、人口も少ないのでできているのかなと思ったんですけど。

本当だったら、人口が多いところがやらなければいけないのかなということを感じながら。で

も、その避難所を開設するって、物資なんかをどうするとか、校長先生方がどうしてもかかわ

らざるを得ないところがあるかと思います。例えば第七小学校でやって、どういったことが心

配として挙がったかとか、こういうことをやっておいた方がいいよみたいな、経験で出てきた

ものを共有していただけたらいいのかなと思いました。感想です。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

よろしいですか。

それでは、教育長報告事項は以上で終了いたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【学校給食センター所長（渡部）】 前回、８月１７日の第６回教育委員会でご報告いたしまし

た青梅市の学校給食のキャラクター募集について。その報告の際に稲葉委員さんの方からグル

ープでの応募はできないんですかと。こちらの方、検討しまして、次回の教育委員会でご報告

いたしますという話になっていたと思います。

結論といたしましては、グループでの応募も可ということです。グループで応募した場合は、

個人ではもう応募できないということで、ただいま募集をかけております。一応１０月３１日

までということです。

【学務課長（石川）】 ８月１７日に開催されました第６回教育委員会におきまして、小規模特
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別認定校の児童・生徒の募集の状況ということで、前回お答えできなかった点について、ご報

告させていただきたいと存じます。

成木小学校、第七中学校ともすでに見学会、説明会は終了しております。その中で説明会に

出席された方は、成木小学校で１６人募集しているところに対しまして１年生が６人、２年生

はゼロ、３年生はお１人、合計７名の方に出席いただいております。また、第七中学校につき

ましては、特認校制度を利用しまして現在成木小学校に通われている以外の方としまして、６

人の方がお見えになっております。なお、募集人員は４人となっておりまして、通常ですと定

員オーバーとなってしまうんですけれども、成木小学校の６年生からお１人の方は私立に行か

れる予定、またお１方は特認校ではなくて地元の中学校に通うというお話をいただいておりま

すので、もし今回来られた方全員の募集に応ずるということは可能といった状況でございます。

なお、申し込み期間につきましては１０月３１日までとなっておりまして、現段階ではまだ

申し込みは確認できていない状況です。確認できましたら、改めましてご報告したいと思いま

す。よろしくお願いします。

【教育長（岡田）】 色々ありましたけれども、そういうことでご承知いただきたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 協議事項 

５ 平成３０年度青梅市優良青少年団体の表彰について（社会教育課）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。協議事項１、協議事項２は後ほど行いますが、

協議事項３、協議事項４についても、協議事項１、２と関連がありますので、後ほどにしたい

と思います。

初めに、協議事項５、平成３０年度青梅市優良青少年団体の表彰について、を説明いたしま

す。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、協議事項５、平成３０年度青梅市優良青少年団体の表彰

について、ご説明いたします。

この表彰は、市内の青少年団体で顕著な活動実績をあげた団体に対し、青梅市優良青少年団

体に対する表彰基準にもとづき表彰するものであります。表彰に該当する要件は、発足から５

年以上経過し、顕著な活動実績をあげた青少年団体としております。団体の推薦は、青少年委

員が教育長に推薦し、教育長は内容を検討し、教育委員会に付議するという手順になっており

ます。このたび、青少年委員に日頃の活動の中で顕著な活動実績をあげた団体の推薦をお願い

したところ、１団体の推薦をいただきました。

推薦調書をご覧ください。団体名は「草花子供会」です。代表者としては、記載の子供会長

が１名です。子供会の発足は昭和３０年ということで、長い歴史がございます。しかしながら、

資料には記載されておりませんが、現在の会員数は小学２年生から６年生までの８名です。

推薦理由でございますが、最盛期には５、６団体あった今井連合子供会が数年前になくなる

という状況の中において、今井地区で２団体あるうちの頑張っている１団体ということでござ
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います。盆踊り、市民運動会、霞川のイベント、さらには新規のイベント「ハロウィン」、今井

市民センターのふれあい祭り等に積極的に参加し、地域住民との親睦を図るとともに、子ども

同士の交流を深めております。この歴史ある地域における貴重な活動の今後の継続および発展

を期待し、表彰の対象に推薦するものであります。

推薦者は、今井小学校区を担当しております青少年委員の中山誠一さんです。

ご承認いただけましたら、１２月８日の青梅市小中学生の主張大会の会場で表彰を行いたい

と考えております。

よろしくご協議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

協議事項ですのでお諮りいたします。本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、平成３０年度青梅市優良青少年団体の表彰

について、は承認されました。

【委員（大野）】 関連して。今のご説明の中で、今井小学校区で子供会が２つしか残っていな

いという話ですか。本来なら、地区ごとにあるじゃないですか。

【社会教育課長（塚本）】 そこは今井地区と藤橋地区の重なりみたいなところで、今井の方は

柳田子供会と、今の草花子供会の２団体です。

【委員（大野）】 もともとは連合に幾つ入っていたんでしたっけ。

【社会教育課長（塚本）】 すみません、５、６団体あったと聞いているんですけれど、なかな

か子供会の情報はこちらでも集めてないので。最盛期には多くの団体があったようです。

【委員（大野）】 だんだん子供会は消滅してきているというのは聞いていたんですけど。第一

小学校の区域も減っていると聞いていたんだけれども、今井の方は旧村地区だし、子供会が全

部残っているのかなと思っていたので、ちょっと意外なんですけど、市内全体でかなり子供会

はなくなってきているんですかね。

【社会教育課長（塚本）】 自治会の加入率もかなり低くなっているようで、あとは少子化の影

響だと、推薦いただいた中山さんには聞いております。

【委員（大野）】 子供会についての市役所の所管はどこなんですか。

【教育長（岡田）】 直接教育委員会のタッチはないのかな。自治会の中の敬老会とか老人会と

か子供会という扱いになると思います。

【社会教育課長（塚本）】 青少対だと、子ども家庭支援課、市民活動推進課が把握していると

ころですが、直接子供会と関係するという課はないと思います。

【委員（大野）】 わかりました。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 青梅市文化交流センター内カフェ事業者選定委員会設置要綱の制定について（社会教育

課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項６を議題といたします。青梅市文化交流センター内カフェ

事業者選定委員会設置要綱について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、協議資料６、本日差し替えをさせていただきました、青

梅市文化交流センター内カフェ事業者選定委員会設置要綱（案）についてご説明申し上げます。

まずは設置する目的でありますが、青梅市文化交流センターにおいてカフェを経営する事業

者の選定を厳正かつ公正に行うため、青梅市文化交流センター内カフェ事業者選定委員会を設

置するものであります。

委員会は、プロポーザル方式による事業者選定の実施方法をまとめた実施要領の決定に関す

ること、カフェ事業者の選定に関することを所掌するものであります。

組織につきましては、委員９人とし、委員長は教育部長、副委員長は私・社会教育課長とし、

残り７人の委員のうち２人は施設管理課である市民活動推進課および子ども家庭支援課の課長

がそれぞれ所属職員のうちから指名する職員各１人とするところであります。残りの５人につ

きましては、（ア）企画部、都市整備部、会計課、議会事務局、選挙管理委員会および監査事務

局、（イ）総務部、環境部および事業部、（ウ）市民安全部および市民部、（エ）健康福祉部、子

ども家庭部および病院事務局、（オ）経済スポーツ部および教育部の所属職員の中から教育部長

が指名する職員各１人とするところであります。

なお、より幅広い意見を取り入れたいことから、委員長を除く８人の委員は２０代から５０

代までのそれぞれの世代から、男性・女性を１人ずつとなるように選定を考えております。

委員長および副委員長の職務につきましては、委員長は委員会を代表し、会務を総理する。

副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、または委員長が欠けたときは、その

職務を代理するとしております。

委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となります。

委員長は、委員会の会議で協議した結果をまとめ、青梅市長に報告することといたします。

委員会の庶務は、社会教育課において処理いたします。

この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定めるものとい

たします。

この要綱は、本教育委員会でご承認賜った後、１０月９日の経営会議に付議し、経営会議で

の決定後に実施となります。また、第６項の規定にもとづく市長へ報告をした日の翌日をもっ

て廃止するものであります。

以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。
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よろしいですか。

協議事項ですのでお諮りいたします。本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市文化交流センター内カフェ事業者選

定委員会設置要綱の制定について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

再 日程第３ 教育長報告事項１ 青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく専決処分の

報告について（教育総務課・指導室）

再 日程第４ 協議事項１ 平成２７年８月に発生した生徒の死亡事故について（教育指導担当）

協議事項２ いじめ問題対策委員会調査部会報告の公表について（教育指導担当）

協議事項３ 児童・生徒の死亡事故発生時の対応について（教育指導担当）

協議事項４ 青梅市いじめ防止基本方針改正案について（教育指導担当）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項１、青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづ

く専決処分の報告について、協議事項１、平成２７年８月に発生した生徒の死亡事故について、

協議事項２、いじめ問題対策委員会調査部会報告の公表について、協議事項３、児童・生徒の

死亡事故発生時の対応について、および協議事項４、青梅市いじめ防止基本方針改正案につい

て、を議題といたします。

 初めに、報告事項１は、青梅市教育委員会事務局職員および青梅市立小・中学校教員の人事

異動の決定に関し、青梅市教育委員会事務委任規則第３条の規定にもとづき、教育長の臨時代

理をもって専決処分した事案の報告であります。

次に、協議事項１および協議事項２は、平成２７年８月に発生した生徒の死亡事故に関する

協議、および当該事故にかかるいじめ問題対策委員会調査部会報告書に関する協議であります。

報告事項１は人事案件であることから、協議事項１および協議事項２は個人に関する案件で

あることから、地方教育行政の組織および運営に関する法律第１４条第７項および同条第８項

の規定にもとづき、非公開としたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、出席委員の３分の２以上の多数で議決しま

したので、非公開とすることに決定いたしました。

ここで、関係する職員以外の方の退席を求めます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

〔非公開〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 ここから会議を公開といたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄
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再 協議事項３ 児童・生徒の死亡事故発生時の対応について（教育指導担当）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項３を議題といたします。児童・生徒の死亡事故発生時の対

応について、説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、協議資料３についてご説明申し上げます。児童・生

徒の死亡事故発生時の対応（案）をご覧ください。

こちらは、児童・生徒の死亡事故が発生した際に、青梅市教育委員会における意思決定の過

程を明確にしようとするものでございます。

上段からご覧ください。死亡事故が発生した際には臨時教育委員会を開催し、以下の流れで

いじめによる重大事態か否かについて判断していただきたいと思います。

まず死亡原因について、三つに分けます。「不慮の事故死または病死」による場合、「原因が

不明」の場合、「いじめが原因またはその疑いがある」場合でございます。一番右の「いじめが

原因またはその疑いがある」場合については、いじめによる重大事態として、青梅市教育委員

会いじめ問題対策委員会に諮問し答申を受けます。真ん中の「死亡原因が不明」の場合は、い

じめが原因である可能性が否定できないため、いじめによる重大事態と捉えて、青梅市教育委

員会いじめ問題対策委員会に諮問し答申を受けます。一番左の「不慮の事故死、病死等」の場

合について、保護者から調査の申立てがなければ、いじめによる重大事態ではないと判断でき

ます。しかし、学校が不慮の事故死、病死と判断した場合でも、保護者から調査の申立てがあ

れば、重大事態が発生したものとして調査をすることとします。このことは、文部科学省のい

じめの重大事態の調査に関するガイドラインに示されておりますので、このように考えており

ます。

児童・生徒の死亡事故発生時の対応について、よろしくご協議いただき、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 さっき榎本委員がおっしゃったんですけど、死亡事故だけに限定するんじゃ

なくて、例えばいじめが原因で命にかかわる重大な怪我とか、そういうことが発生したものも

捉えていかないといけないのではないかなと思うんですけど。

【教育長（岡田）】 死亡事故以外の重大な傷害とか何かというのも追加するということでよろ

しいでしょうか。いかがでしょうか。あるいは、死亡は死亡として、それ以外の児童・生徒の

重大な傷害、あるいは事由、あるいは不登校も含めたケースもありますので、そのバージョン

もまた別途作成するということでいかがでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 ご意見ありがとうございます。今回は死亡事故のみに限定して

おりましたが、死亡にかかわらず重大な傷害等についても、重大事態の中には今ご意見いただ

きましたように不登校も入ってまいりますが、不登校に関しましてはもう少し整理をさせてい

ただいて、別につくらせていただきたいと考えております。今回はまず、死亡事故が発生した
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場合ということで考えてございます。

【委員（手塚）】 ちょっと方向が違っちゃうかもしれないんですけれども、事故が起きたこと

が重大事態なんじゃないかなと思っていたので、その重大事態の中でいじめのかかわりだった

り、ほかの問題があったり。先ほどの時系列のタイムテーブルのどのあたりで重大事態と考え

るかというと、事故が発生した時点で重大事態なんだと考えると、死亡や怪我や色々なことが

起きたそれが重大事態で、不慮の事故や病死という場合は、ご病気でというところはまた別な

ところ。ただ、不慮の事故というのも、本来であったら、キャンパスのうち、部活とか通学途

中という場合は重大事態なわけなので、ちょっとぐちゃぐちゃになっちゃっているんですけれ

ども。今回、いじめ問題対策委員会に諮問し答申を受けるような場合に限ってのことだったら、

この感じでいいと思うんですけど、児童・生徒の死亡事故発生時の対応となると、死亡事故自

体が重大事態なので…。そういうことを感じました。

【教育長（岡田）】 そうですね、なるほど。

ただいまのご意見等もあるので、もう一度表現等を精査して、議決については次回というこ

とで、意思決定過程を明確に教育委員会で決めておくという方向性についてはよろしいでしょ

うか。

それでは、今回は保留として、次回改めて、表現等を含めて再提出させていただきたいと思

います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

再 協議事項４ 青梅市いじめ防止基本方針改正案について（教育指導担当）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項４を議題といたします。青梅市いじめ防止基本方針改正案

について、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、青梅市いじめ防止基本方針改正案についてご説明い

たします。

初めに協議資料４－１、青梅市いじめ防止基本方針改正案についてご覧ください。

資料上段にございますように、改正の理由は２点ございます。（１）は、現行の青梅市いじめ

防止基本方針には、文部科学省の「いじめの防止等のための基本的な方針」に示されている「児

童・生徒や保護者からいじめによる重大事態が生じたと言う申立てが生じたときは、重大事態

が発生したものとして対応する」という趣旨が示されていないため、これを追加しようとする

ものでございます。こちらにつきましては、先ほど協議資料３でご協議いただいた内容となっ

ております。

（２）は、青梅市教育委員会がいじめの重大事態と判断した際に、青梅市議会へ速やかに報

告しようとするものでございます。

２の改正の内容をご覧ください。（１）の内容につきましては、青梅市いじめ防止基本方針の

第４章 重大事態の発生と調査「１ 重大事態の意味」に、下の下線部分を追加しようとする

ものでございます。恐縮ですが、読み上げさせていただきます。
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「また、児童・生徒や保護者から、いじめにより重大な被害が生じたと言う申立てがあった

ときは、その時点で学校や教育委員会が『いじめの結果ではない』あるいは『重大事態とはい

えない』と考えたとしても、重大事態が発生したものとして報告・調査等に当たる。児童・生

徒または保護者からの申立ては、学校が把握していない極めて重要な情報である可能性がある

ことから、調査をしないまま重大事態ではないと断言できないことに留意する」、こちらを追加

しようとするものでございます。

（２）の内容につきましては、青梅市いじめ防止基本方針の第４章 重大事態の発生と調査

「２ 重大事態の報告」に、下線部分の「および青梅市議会」という文言を追加しようとする

ものでございます。

こちらの内容につきましては、１枚おめくりいただきまして、協議資料４－２をご覧くださ

い。「重大事態発生時の対応（案）」でございます。こちらの図は、これまで青梅市いじめ防止

基本方針の中に示されておりました図を改定しようとするものでございます。

恐縮ですが、もう１枚おめくりいただきますと、協議資料４－３としまして、現行の青梅市

いじめ防止基本方針をお示ししております。度々恐縮ですが、３枚おめくりいただきましたと

ころに、重大事態発生時の図がございます。

こちらを拡大したものが、協議資料４－４、一番最後にお示ししているものでございます。

こちらが現行の重大事態発生時の対応でございます。この協議資料４－４の下段をご覧いただ

きますと、青梅市長から青梅市議会への報告が示されております。いじめ防止対策推進法や東

京都いじめ防止対策推進条例にもとづく、青梅市いじめの防止に関する条例では、青梅市教育

委員会いじめ防止対策委員会が重大事態の調査を行い、その報告を市長に行った際に、市長が

再度調査の必要があると認めたときに、青梅市いじめ問題調査委員会を設置します。このとき

に初めて市議会に報告することになっております。

恐縮ですが、再度、協議資料４－２をご覧ください。図の中ほどに青梅市教育委員会とお示

ししております。ここに図１とお示ししておりますが、先ほどの協議資料３の図のことでござ

います。協議資料３の流れで重大事態と判断し、青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会に諮

問することが決まった際には、青梅市長に報告をしますが、その際に青梅市議会にも速やかに

報告をするため、資料の左、報告①と書いてある長い矢印がございますが、こちらの矢印を追

加しようとするものでございます。青梅市教育委員会から市長に報告するのと同じように、市

議会にも報告するというものでございます。

こちらの青梅市いじめ防止基本方針の改正案について、よろしくご協議いただき、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 協議資料４－１のところで、さっき読み上げていただいたところの、「その

時点で学校や教育委員会が『いじめの結果ではない』あるいは『重大事態とはいえない』と考
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えたとしても」というところ、必要でしょうか。「親から申立てがあったときは、速やかに重大

事態が発生したものとして捉えて報告・調査に当たる」ことが一番速やかでいいと思うんです

よ。親しか知り得ないことがあるので。このところは私、すごく違和感があるんですけど。

【教育長（岡田）】 下線部３行目の「あるいは…」というところですね。「申立てがあったと

きは、重大事態が発生したものとして…」ということですね。

【委員（稲葉）】 そうです、そうです。重大事態じゃなければ、それはそれでいいじゃないで

すか。

【教育長（岡田）】 この辺、いかがでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 こちらの方は、文部科学省の方針で示されている文章をそのま

ま引用したものでございますが、学校がそうは捉えなかったとしてもということをあえて強調

するためにある文章かなと思いますので、この文章がなくても意味は、委員おっしゃったよう

に、その方がすっきりとした文章にはなるかなと思います。

【教育長（岡田）】 ここは、他の委員さんにもお聞きしますが、「児童・生徒や保護者から申

立てがあったときは、重大事態が発生したものとして報告・調査等に当たる」というふうな表

現でよろしいでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 ほかにはいかがでしょうか。

よろしいですか。

それでは協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、先ほどの２行を削除した上で、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市いじめ防止基本方針改正案について、

は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で、予定された案件についてはすべて終了いたしました。このほか何

かございますでしょうか。

【委員（稲葉）】 協議資料４－３のところのページ５、未然防止のところで、「『いじめは絶対

に許されない』という雰囲気の学校全体への醸成」とあります。この「雰囲気」というのが、

雰囲気ではなくていじめは絶対に許されないという「認識」じゃないでしょうか。雰囲気でい

じめ問題を考えることではないと思うので。いかがでしょうか。いじめはだめだということを

重点をベースにして考えると、雰囲気づくりではないと思うんですよね。児童・生徒に認識を

ちゃんと持ってもらわないと、なかなかここは前に進まないところだなと思うんですけど。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 会議の途中でありますけれども、会議時間は午後４時となっております。

ここで時間延長したいと思いますが、ご異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、時間延長することに決定いたしました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 それでは、５ページ（１）未然防止の「『いじめは絶対に許されない』と

いう雰囲気の学校全体への醸成」、この表現について。

【指導室長（中嶋）】 おっしゃることはわかりました。たぶん独自につくったというものでも

ないと思いますので、もう一度確認させていただいて、また後日お示ししたいと思います。

【教育長（岡田）】 次回説明するということでよろしいでしょうか。

【委員（稲葉）】 はい。

【教育長（岡田）】 ほかによろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 それでは、今後の日程について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、お手元の今後の日程の資料をご覧いただきたいと存じま

す。表裏、今回盛りだくさんでございます。１０月、１１月の予定を入れさせていただきまし

た。

まず、１０月１２日（金）東京都市町村教育委員会連合会管外視察研修がございます。当日

は午前８時２０分に「パレスホテル立川」にご集合いただくことになります。視察はＴＯＫＹ

Ｏ ＧＲＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹということで、できたばかりの施設を視察していただくと

いうことになります。

その次、１０月１６日（火）は総合教育会議でございます。当日午後１時３０分からこちら

の会議室で、テーマにつきましては学校の働き方改革についてと文化財の活用についての２点

を協議していただく予定でございます。

その下、１０月１９日から２４日、２６日の３日間、学校訪問になります。午前８時４０分

に教育委員会に集合、９時１０分からということになりますので、現地に直接ご集合いただけ

る教育委員さんは、それまでに学校の方においでいただければと思います。

おめくりいただきまして、１０月３１日、こちらも学校訪問でございます。同じような時間

となっております。

１１月２日（金）第８回教育委員会定例会でございます。午後１時３０分から議案審議ほか

ということで、会場はこちらでございます。

１１月２日（金）同じ日ですが、教育委員会定例会が終了後、中学校長との懇談会を予定し

ております。先日行いました小学校長会に引き続きまして中学校長会で、テーマは「学校にお

ける働き方改革について」、前回の小学校長会と同じということでございます。午後４時からを

予定しております。

１１月６日（火）東京都市町村教育委員会連合会第１ブロック研修会でございます。時間は

１０時から、福生市の防災食育センター。こちらも昨年でき上がりました大きな新しい施設で
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ございます。そちらの方を見学する研修会となっております。

さらに、１１月８日（木）、今年度最後ということになりますけれども、学校訪問が河辺小学

校、霞台中学校ということで実施する予定でございますので、ご参加、ご出席の方よろしくお

願いいたします。

報告は以上です。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第５ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了いたしましたので、閉会といたします。お疲れさ

までした。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後 ４時０３分 閉会

青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長
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